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腰痛は今や職業病のひとつとさえ数えられている。
わけても「ねたきり老人」や「重度障害児」の介護に
たずさわる人々にあたっては，特に腰痛の発生頻度も
高く，その対策が大きな課題となっている。
　当病棟においても現在ほとんどすべての人が，何ら
かの腰痛を自覚したことがあり，過去5年間において，
入院2名，通院治療中の者が6名おり，その防止対策
を考えていく必要に迫られていた。
　そこで，私達は昨年の6月より当病棟の特殊性をふ
まえた腰痛防止について，月に一度の病棟集会で話し
合った。その結果ボディメカニクスの重要性を再認
識し，作業動作の中に具体的にボディメカニクスを生
かす方法を検討し，また，ボー“メ　ニ　ス・　　・
ら作業条件の調査を行なった。その経過と調査結果に
ついて報告する。
1．研究方法
　（1反献及び実際場面を検討し，腰痛防止対策を考慮
　　する。
　（2腰痛を自覚する業務動作を，当病棟の看護婦への
　　アンケートにより知る。
　（3簾陣内での腰痛の原因となる動作の頻度と方法を，
　　調査用紙記入により調査し，分析する。
2．研究期間
　昭和57年6月～昭和58年10月5日迄。但し，移動動
作の調査は，昭和58年9月12日～10月5日迄。
（日・祭日を除く）
3．実施及び結果
　20人の看護婦にアンケート用紙を配布した。
（回収率100％）
アンケート内容
　（1眉分にとって最も腰痛を自覚する時の作業は何か。
　　①移動動作（ベット⇔ストレッチャー）40　％
　　②低いベット上での洗髪　　　　　　　26．6％
　　③その他（ギプス装着患者の包交介助等）33．4％
　（2腰痛が引き起こされる対象となる患者例
　①ギプス装着患者（骨盤ギプス，体幹ギプス等）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　40．　9　％
　②麻痺のある患者　　　　　　　　　　　36．3％
　③体重の重い患者　　　　　　　　　　　22．8％
以上のような結果が得られた。そして今回は，アンケ
ート結果第1位の患者の移動動作について，ボディメ
カニクスの留意点（表③）を考慮した上で実態調査を
行なった。
　表①　患者移動における実態調査
○月○日○曜日　　期間9月12日～10月5日迄
氏名・年令
病名
ベット上安　静度
車椅子可
醐藤ベッ♀⇔ストレンチ栖
移動物
ベット⇔
@車。子ベットより
@　高いスのzギ局rさ
同じ
低い
Dr　O人
Ns　O人
その他○人
移動場所
移動に要した時間
i待ち時間を除
｢た往復時間）
上記の用紙に介助を要する患者の移動の都度記入
し集計した。
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表② （対象件数100件　　1日平均5件）
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移動に要した時間i待ち時間を除いた往復時間） 平　　均　　　10～15分
　表③　腰痛防止のための留意点
①動作意識をもつ。
②自分の身体にあらかじめ警告を発し、準備して行な
　う。
　急に立ち上がる、身体をひねる、重い物を持ち上げ
　る等しない。
③脊椎を正常な状態に保つ。
　中腰のまま、すなわち背筋を使って無理に作業をし
　ない。
　姿勢を整え、背筋、特に腰背部の負担を最少にし、
　膝関節を屈曲し、大腿及び下腿の大きく強力な筋群
　を活用する。
④小物物品等の運搬には、できるだけ器械設備を利用
　する。
　コンベアーやワゴン等。
⑤動作しやすい安定した足場と広さを確保する。
⑥1人でできない時は協力を求め、用具を使用する等
　無理に1人で行なわない。
　シーツ等の利用。2人で行なう等。
⑦患者をできるだけ自分の身体に近づけて行なう。
⑧自分でできる患者には、自立訓練または運動として
患者に協力してもらい、自分でやってもらう。
4．考察
　アンケート結果と移動調査の結果は、その特殊性の
ゆえに腰痛の発生しやすい病棟の現状を示したもので
ある。表②の移動調査結果に見られるように、一日平
均は5件で、往復10件の移動動作があった。移動の対
象患者の72％はストレッチャーの移動であり、その中
でもベット上安静で、体幹を全く動かすことを禁止さ
れている脊椎手術後が約半数を占めている。ベットは
ストレッチャーより低いものが半数あり、移動に際し
ては平均3～4人の人数を要している。曜日的には火
曜日が一番多くなっているが、これは水曜日が教授廻
診のため指示が前日に集中するためであり、指示の出
し方等、医師の協力も必要である。しかし、時間的な
面では南1階の位置的関係が全ての移動場所から近く、
平均10～15分ですんでいる。
1　整形外科患者の特殊性
（1歴形外科患者は一定した位置の維持、固定が常に必
　要であるため、作業に応じた適当な位置に安易に移
　動できない。又固定物や牽引道具等により重量の増
　加がある。当病棟における安静度区分での担送患者
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　は一日平均20人であり、介助を要する患者は平均15
　人である。しかもその期間は長期にわたる患者が多
　い。
（2渤けるようになった患者も麻痺、機能障害等を残存
　するため、ベットの高さを低く固定しているので、
　ストレッチャーより低いベットがほとんどである。
　又、整形外科には重い物品の取り扱いが多い。例え
　ば、ベニヤ板やマットレスの挿入、牽引道具や砂の
　うの準備や後片付け等、全ての物品が重い。
これらのことが、ボディメカニクスの移動動作の原則
の水平移動、ころがす、分配等を活用できない。又、
看護婦は中腰姿勢や身体を遠くのばすことにより、不
安定な姿勢を強いられる。よって、重量物による腰部
への負荷と不安定な姿勢の悪条件の相乗作用で、腰痛
が発生しやすいことがあげられる。
そこで私達は、月に一度の病棟集会で話し合った結果、
以下の事項を守って行くことを決定した。
表③は看護婦の腰痛防止のための留意点をまとめたも
のである。
ll　決定事項
（1二丁な限りこの留意点を動作に生かすように、各自
　注意をすると共に、お互いに悪い所に注意し合うこ
　とを決めた。しかしまだ、各動作を見ていると充分
　生かしているとはいえない面も多い。
（2歴形外科では先に述べたように、ボディメカニクス
　を活用する種々の制約条件があるが、しかし、病状
　の改善に伴う患者の安静度の変化を適確に把握し、
　医師と協議し、安全かつ可能な限り看護婦の作業し
　やすい方法を考えていくことが基本として必要であ
　り、医師に働きかけている。
（3器械器具の活用について
　①ハーバードはリフト装置が併設されているので、
　　体感困難の患者の入浴は可能な限り、ハーバード
　　を使用する。
　②移動可能な患者はギプス室での洗髪を行なう。
　　（お湯の持ち運びのないよう、シャワーを2カ所
　　に設置してあり、又、広くて足場が安定し無理な
　　動作がなくてすむ。）
（4〕移動時
　①1人で無理をせず、声を掛けて人数を確保するこ
　　とを意識的に行なうようにする。又、腰の弱い人
　　は、患者の近くの保持しやすい部分にまわし、若
　　い医師等は、特に重い部分や患者から遠いストレ
　　ッチャー側を受け持ってもらう等、協力し合って
　　いる。
②移動させやすいようバスタオルや横シーツを挿入
　し、移動させる方法を徹底させた。
　手術時はあらかじめストレッチャーにバスタオル
　を敷いて準備しておく。
　ベット上安静患者は全て、バスタオルを敷き込ん
　でいる。
③上半身のみ運動可能な患者は、ベットに組み立て
　た牽引用フレームにモンキーバーを設置して使用
　させ、上半身は自分の力で移動させ、下半身のみ
　看護婦が移動させる等、指導し行なっている。
　現在、当病棟で使用しているストレッチャーは高さ
の調節できないものばかりであるため、調節できるも
のを購入申請しており、又、ベットからストレッチャ
ーへの移動のためのスクープストレッチャーも購入申
請中である。それらを効果的に使用していくと共に、
その他移動のための器具も今後共、創意・工夫して行
きたいと思う。
又、動作しやすい安定した足場と広さを確保するため
に、常日頃より環境整備に努め、必要以上の物品は家
族に持って来させないよう、患者に指導する。又、ベ
ットの高さの調節は時間的関係もあり、看護婦だけで
行なっている場面も多かったが、連絡をもっと密に行
ない、施設課にできるだけ協力してもらい、無理をし
ないようにする。
　ボディメカニクスを活用するにも、整形外科の特殊
性から種々の制約条件が多いために、充分活用できな
い現状であるが、看護婦個人が日頃から胸を張り、下
腹部に力を入れ、移動するようにする。又、脊椎運動
や筋群を強化するために、適当なトレーニングや体操
等を行ない、又、作業前には準備体操等をし、身体的
条件を良くする、等心掛け、安全に業務を行うため
にさらに考えて実践していきたいと思う。
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